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その空力性能を風試によって評価してきた．その結果，超音速飛行可能な機体形状として Table 1 











舵角 10deg のときに螺旋角のタンジェントが 0.09 になるようにエルロンの形状・寸法を設計し
た．ラダーの設計基準としては単位舵角あたりに生じるヨーイングモーメント係数 Cnδrを用いた．
一般的な航空機では，Cnδr= - 0.001 であれば良いとされており，本研究でもこの値を得るようラ










ため，マッハ 0.7 での試験結果を示す．Fig.4 に，翼端の描く螺旋角のタンジェント pb/2V の値
を示す．図中のエラーバーの幅は，計測値の標準偏差の 3 倍である．舵角 10deg では螺旋角のタ
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